
3 広報とみさと　2018.11.1

　

法
律
に
適
合
し
た
焼
却
設
備
を

用
い
ず
に
廃
棄
物
を
焼
却
す
る
こ

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

野
外
焼
却
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

な
ど
の
有
害
物
質
の
発
生
や
火
災

の
危
険
な
ど
が
あ
り
、
地
域
住
民
に

迷
惑
に
な
る
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
次
の
行
為
は
野
外
焼
却

禁
止
の
例
外
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
農
作
業
・
森
林
管
理
な
ど
で
発

　

生
し
た
、
つ
る
や
刈
り
草
な
ど

　

の
焼
却

○
日
常
生
活
を
営
む
う
え
で
行
う

　

焚
き
火　

な
ど

※
例
外
と
さ
れ
る
行
為
で
も
、
周

辺
住
民
の
生
活
環
境
に
著
し
く
影

響
を
与
え
る
な
ど
の
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
た
場
合
は
、
行
政
指
導
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

問
環
境
課
　

（
93
）
４
９
４
５

廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　平成29年度は、犬が人をかむ事故が県内で１４５件発生しました。次のこ

とに注意し、動物による事故などを防止しましょう。

■犬の放し飼いは禁止

　犬を運動させるときは、犬を制止できる人が短い引き綱で行いましょう。万が

一、犬が人に怪我をさせてしまったときは、飼い主が保健所に届け出てください。

■犬の登録と狂犬病予防注射

　飼い主の義務として法律で定められています。

■動物には迷子札などをつける

　迷子札やマイクロチップをつけ、首輪などに連絡先の電話番号などを記入しましょう。

■猫は屋内で飼う

　糞尿や鳴き声などの被害を防止でき、感染症や交通事故から猫を守ることができます。

■一部のサル、ヘビなどの特定動物を飼うとき

　あらかじめ保健所長の許可が必要です。逃げ出さないよう、十分注意し、逃

げてしまったときは、直ちに保健所・警察へ通報してください。

■動物が飼えなくなったとき

　新しい飼い主を探してください。保健所や動物愛護センターでは飼い主探し

の手伝いをしています。

問い合わせ先

●印旛健康福祉センター成田支所　 （26）７２３１　

●県動物愛護センター　 （93）５７１１

平
成
31
年
4
月
1
日
か
ら　
　
　

　

直
接
搬
入
の

　

ご
み
処
理
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
家
庭
ご
み
の
直
接
搬
入
量
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
無
料
と
な
っ
て
い
る
手
数
料
を
有
料
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
の
発
生
抑
制
、
再
利
用
な
ど
に
向
け
て
、

ご
み
を
出
さ
な
い
社
会
づ
く
り
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
　

（
93
）
４
５
２
９

Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
安
定
器
の

掘
り
起
こ
し
調
査

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ

ル
）
廃
棄
物
は
適
正
保
管
・
期
間

内
処
理
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

未
処
理
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
安
定
器

の
所
在
を
把
握
す
る
た
め
、
県
で

は
、
10
月
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
対
象
者
に
は
調
査
用
紙
が

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
回
答
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
調
査
対
象

　

昭
和
52
年
3
月
以
前
に
建
て
ら

れ
た
事
業
用
建
物
の
所
有
者

■
調
査
内
容

　

照
明
器
具
の
設
置
有
無
、
Ｐ
Ｃ

Ｂ
使
用
安
定
器
の
有
無　

な
ど

問
県
廃
棄
物
指
導
課

　

０
４
３
（
２
２
３
）
４
３
４
４

生活系粗大ごみの個別収集の手数料

改正前

1回につき５００㎏を超える場合

３，２４０円に１㎏増すごとに５．４円加算した額

1回につき５００㎏までの場合

３，２４０円

改正後

1回につき３００㎏を超える場合

10 kg までごとに１０８円（10 円未満切り捨て）

1回につき３００㎏までの場合

３，２４０円

　

所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
が
必

要
な
い
人
で
も
、
国
民
健
康
保
険

税
の
納
税
義
務
者
は
、
世
帯
に
属

す
る
加
入
者
の
所
得
な
ど
の
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
市
で
は
、
課
税
の
公

平
性
の
確
保
と
平
等
な
保
険
給
付

を
図
る
た
め
、
申
告
が
済
ん
で
い

な
い
人
や
給
与
支
払
報
告
書
が
提

出
さ
れ
て
い
な
い
人
な
ど
に
「
国

民
健
康
保
険
税
申
告
書
」
を
発
送

し
て
い
ま
す
。

　

申
告
書
は
、
国
民
健
康
保
険
税

の
軽
減
措
置
や
高
額
療
養
費
の
支

給
な
ど
の
判
定
基
準
と
な
り
ま
す
。

申
告
書
の
提
出
が
な
い
と
、
軽
減

措
置
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
書
を

受
け
取
っ
た
ら
必
ず
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
・
提
出
先

　
国
保
年
金
課

　

（
93
）
４
０
８
４

国
民
健
康
保
険
の

所
得
申
告

国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

交
通
事
故
な
ど
で

け
が
を
し
た
ら
連
絡
を
！

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
と
き
に

必
要
な
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
11

月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
ま
す
。
申
告
を
行
う
ま
で

大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

　

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加

入
し
た
場
合
や
、
10
月
1
日
以
降

に
初
め
て
保
険
料
を
納
付
す
る
人

に
つ
い
て
は
、
翌
年
2
月
上
旬
に

同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

家
族
の
保
険
料
を

　
　  

納
付
し
て
い
る
人
は

　　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保
険

者
本
人
だ
け
で
な
く
、
そ
の
世
帯

の
世
帯
主
や
配
偶
者
も
連
帯
し
て

納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
と
き
は
、
そ
の
納
付
額
の

全
額
が
納
付
し
た
人
の
所
得
税
な

ど
の
控
除
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

年
末
調
整
な
ど
を
す
る
と
き
は
、

自
分
と
連
帯
し
て
納
付
し
た
人
の

社
会
保
険
料
額
の
合
計
納
付
額
と
、

双
方
の
証
明
書
を
添
付
し
て
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０
（
０
０
３
）
０
０
４

　
○
月
～
金
曜
日

　
　
８
時
30
分
～
19
時

　
○
第
２
土
曜
日
は

　
　
９
時
～
17
時
ま
で

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

11 月は動物による危害防止対策強化月間

改正前

1回につき１００㎏を超える場合

１㎏増すごとに５．４円加算した額

1回につき１００㎏までの場合

無料

改正後

1 回につき 10 ㎏までごとに１０８円（10 円未満切り捨て）

直接搬入される生活系一般ごみの手数料

■
注
意
事
項

　

次
の
場
合
は
国
民
健
康
保
険
で

治
療
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
勤
務
中
や
通
勤
途
中
で
の
事
故

　

労
災
保
険
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
違
法
行
為
（
飲
酒
運
転
や
無
免 

　
許
運
転
）
に
よ
る
事
故

　

給
付
制
限
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
示
談
を
済
ま
せ
て
し
ま
っ
た
と
き

　

示
談
後
は
、
国
民
健
康
保
険
が

　

使
え
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。

問
・
届
出
先

　
国
保
年
金
課

　

（
93
）
４
０
８
３

　

交
通
事
故
や
傷
害
事
件
な
ど
第

三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
負
傷
し

た
と
き
の
治
療
費
は
、
原
則
加
害

者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
賠
償
が
遅
れ
る
と
き
な
ど
は
、

届
け
出
を
す
る
こ
と
で
一
時
的
に

国
民
健
康
保
険
で
治
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
過
失
の
多
少
に
関
係

な
く
、
加
害
者
に
対
し
治
療
費
の

請
求
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
故
な

ど
で
け
が
を
し
た
ら
、
必
ず
市
へ

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

届
け
出
を
し
な
い
で
国
民
健
康

保
険
証
な
ど
を
使
用
し
た
と
き
は
、

自
己
負
担
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

交
通
事
故
が
発
生
し
た
ら
…

■
相
手
の
身
元
を
確
認

　

相
手
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
、
免
許
証
、

車
検
証
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
警
察
に
連
絡
を

　

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
、
些

細
な
事
故
で
も
必
ず
警
察
に
連
絡

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
が
加
害
者
に
治
療
費
を
請
求
す

る
と
き
に
は
、『
人
身
事
故
証
明
書
』

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
け
が
を
し
た

と
き
は
、
警
察
に
人
身
事
故
と
し
て

処
理
を
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
市
に
届
け
出
を

　

国
保
年
金
課
窓
口
に
保
険
証
と

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
治

療
を
受
け
る
と
き
に
必
要
な
、「
国

保
診
療
許
可
書
」
を
発
行
し
ま
す
。

　

治
療
を
受
け
る
と
き
は
、
こ
の

許
可
書
と
保
険
証
を
医
療
機
関
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。


